
































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































　 　 　 　　　 　 　　　　　　　　　　　　　｛て仏　i
　　　　 　　　　 　　　　　　　　　より・亘　i











　　　 　　　 　　　 　　　　　　　　醸孝i
　　　　　　　　　　　　　　　夜て＾i
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　；
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　監
　（4）漢字仮名交じり文・多字数の素材
　日常の日本語の表記を考えればごく当たり前の素材であるが，これまでの習字教科書は
この素材を積極的には取り入れてこなかった。というのは，これまでの習字教科書では，
既習の字種を組み合わせて，技法の系統を考慮し，漢字のみ，仮名のみ，あるいは漢字は
行書のみ，楷書のみの階段をふんでから，漢字仮名交じりを扱い，だんだんと字数を多く
していくというのが，オーソドックスな手法であったからである。
　しかし，第1学年用『習字一』と第2学年用『習字二』では，その手法をとらなかった。
たとえば，第1学年用『習字一』の第3単元では，次頁の【資料9】のような題材を提示
している。また，かつては，「お習字」言葉が最も使用されやすかった「書きぞめ」の題
材でも，まったく新しい発想によって，漢字仮名交じりの例が提示されている（【資料9】
参照）。
　すなわち，漢字仮名交じりの多字数を扱うことによって，いわゆる「お習字」言葉を使
用する必要がなくなり，学習者の生活に密着したものを抵抗なく組み入れられる結果にな
ったのである。
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第三　第3学年用『習字三』の内容
　1　『習字一』　『習字二』への批判を受けて
　前述したような特性を持つ画期的な『習字一』『習字二』に対して，多くの批判が寄せ
られた。それらをふまえて，『習字三』が編集されたという。その経緯を【資料101に引用
する。
r一一一＿【資料10】一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一…一”騨一一”一””一一輯一榊””一”一一一1
ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　じ
iしかし，この新しい手本についても各方面から批判の声があがった。すなわち，　　i
I　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　I
I　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　I
　　細字中心で書の本質的研究ができない。　　　　　　　　　　　　　　　　　、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1
　　文字表現が実用中心である。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　：
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　：
　　芸術的指導が軽んぜられている。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1
　　硬筆が多すぎる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　：
　　教材の配列がめまぐるしい。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1
　　特に執筆者については文部省の独断はよくない。国民の手本といった重大問題1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｝
　　については，もっと民主的にかつ書道家の意見を広く聴取されたい。　　　　　　l
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　；　文部省はこの状勢を考慮して，第三巻については，広く書道界の意見を徴すること　1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1
イ
ロ
ノ、
ホ
ヘ
といったものがそれである。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1
　0　昭和二十四年三月　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i
になり，芸術的内容を十分とり入れようとした。とくに執筆者については文部省の独1
28 長崎大学教育学部教科教育学研究報告　第26号
ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ド
1断をさけ，鐙衡委員会を開き，二十四年三月七日文部省において稲田局長はじめ，関　1
し　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ド
コ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ
1係文部事務官が参加，書道界側からは，浅見喜舟，石橋犀水，上田桑鳩，尾上柴舟，　1
ラ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ド
ド　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　し
1金田心象（〔注4〕引用者），鈴木翠軒，高塚竹堂，田辺古村，中山鶴雲，上条の十　1
ド　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ラ
ラ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ラ
1名の委員が出席，協議の結果，委員以外からも筆者を推薦してもよろしいということ　：
ま　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ド
し　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ド
1　になり，さらに単元は基本教材と展示会の二つとし，展示会はその性格上，数氏によ　1
ま　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ド
ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ド
1って揮毫することになり，大部分をしめる基本教材は一人の手によって書き上げるこ　：
し　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　し
ド　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　し
1　とになった。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1
ヨ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　し
ま　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　し
一一一一一一一一一一一一…一一『現代の書教育』　（1963年　木耳社）P486・487　上条信山一…一」
　【資料10】中にあげられている『習字一』『習字二』に対する批判イ～ホは，裏返せば，
かつての習字教科書が持ち得なかった『習字一』『習字二』の特徴でもある。これらは国
語科の「書くこと」の学習指導における習字の一つのモデルを具体的な形にして提示した
結果表れたものであった。つまりは，生活単元をとったこととそれに伴う教材の特性に対
してである。
　このことに対して批判があがったということは，以降の検定教科書の在り方に，少なか
らぬ影響を及ぼしたことであろう。このことについては，別の機会に考察することとする。
　2　書家への妥協
　第3学年用『習字三』には，第2学年用『習字二』にも収載されていたように，学習者
の生活に材をとった単元の他に，書体を学習することを単元名に上げている単元がある。
それが，　「二，楷書を習う」　（P2～9）と「三，行書を習う」　（P　lO～17）である。それら
の単元では，『習字二』の場合とは違って，下記のような教材編成のパタンが観察される。
　前述したように，第2学年用『習字二』には「二，行書を習う」　（P4～7〉に，同一
名の単元があるので，それと比較して考察することとする。
　第3学年用『習字三』の教材編成は，第2学年用『習字二』の「二，行書を習う」　（P4
～7）に見られた場合よりも，くくられている教材の数が多い。1頁おきに，2～3字の
熟語を組合わせたものや6字の成句の「手本」が挟み込まれている。　「手本」は，とりあ
げられている古名蹟の字句と共通している文字もあるが，臨書ではない。　「手本」と古名
蹟の関係は，同一の書体であるということ以外には明白ではない。
ロ　　　　　り　　　のり　　　　　　　　ロ　　　　　ロロの　　　　　ロ　　　　　ロユ　　　　　　ロ　　　りりり　　　　　　　　　　　　　ロロ　ロ　　　　　ロ　　　　　りリロ　　　　　ロ　　　ロリ　　　　　　　つ
こ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ
1動機づけ　その書体による　その書体による　その書体による　その古名蹟の　古一l
I　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　部臨
i書体の大要→手本（A）→幕名漣へ2→手本（B）→解　説→名分i
I　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　集1
”一一一一”一”一『『一””一一””一”嗣”一一一一一””榊需””一一一””一榊 二＝＝＝＝＝二二＝＝二＝＝＝＝＝＝＝二＝二＝＝コ 蹟塞i
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　iそ麟こよる＿評価の観点＿」i
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l手本（C）　　　　　　　　　　　1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　5
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　匹　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1
　このパタンでは，『習字一』『習字二』に比較して，言語活動としての「書くこと」の
側面が薄められている。逆に，この「手本」によって，『習字一』『習字二』では入り込
みにくかった一点一画を見つめながら毛筆を使用して書くことに耽りきるという行為には
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対応しやすくなったと考えられる。これは，先にあげた書家たちの批判に応じたところで
あろう。
　新教育の理念にもとづいて編集されるはずの『習字三』は，早くもこの時に，妥協させ
られているのである。
　しかし，最初に学習指導する「書体の大要」を上げ，　「評価の観点」　（【資料11】一a参
照）を示すなど，後の検定教科書に受け継がれる新面目を出している。
ド　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ド　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　し
ド　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ　　し　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ラ
i【資料11】一a『習字三』　（昭24年版）p8i　i【資料11】一b『習字三』　（昭和24年版）p9i
監　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l　　　I　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l
　3　全面改訂が投げかけたこと
　昭和24年版『習字』は，新教育の理念にもとづいて，教科書中心主義，手本絶対主義から
の脱却を目指し，画期的な習字教育観を提出した。
　それは，日本語の文字を書く力をどのようにとらえ，それを育成するためにはどのよう
な内容を，どのような形態で学習指導するのか，学習者の生活・経験・興味の重視か，法
の系統の重視によるドリルの徹底か，ということに関して一つの案を提出したのだと考え
られる。
　このことに対しては，即座に，本章第1節で見てきたような批判が発せられた。しかし，
その批判は，同じ立場に立ってなされたものでなく，芸能科時代の尺度から解き放されな
いままで，新しい「習字」をとらえているものであったと考えられる。
おわりに
単元学習の考え方は，野地潤家氏著「国語単元学習の歴史的展開」 （『国語単元学習の
30 長崎大学教育学部教科教育学研究報告　第26号
新展開　1　理論編』P22　1992年　日本国語教育学会編）によれば，　「昭和二〇年代前半
期に導入され，活発に模索，試行，実践への広がりを見せた，国語単元学習について，や
がて，きびしい批判がなされるようになる」とある。
　習字は，戦後，国語科の一領域「書くこと（習字をふくむ）」として，新たな出発を始
めたのであったが，新教育の理念の受容及び単元学習への取り組みについては，国語とは
かなり違う歩みを進めてきたようである。これが，現在の国語科書写の在り方を決定して
きたのである。
　今後は，このことについて，検定教科書の考察を通して，さらに検討を進めたいと考える。
　なお，本稿は，第88回全国大学国語教育学会（1995．8．2〉において，口頭発表した「文
部省著作中学校国語科習字教科書の考察」の後半部を骨子としている。改稿にあたって，
口頭発表に関して小林一仁氏（茨城大学）・小林國雄氏（常葉学園大学）・望月善次氏（岩
手大学）のご助言を受け，新たな資料を補強し，整理し直した。記して，謝意を表する。
〔注1〕　　「新制中学校国語科習字の黎明一昭和22年版『習字』の考察を通して一」
　　　（鈴木慶子　熊本大学教育学部国文学会紀要『研究と教育』第32号　1995年12月）
　　P57～75参照のこと。
〔注2〕　　「昭和20年代中学校国語科単元学習の考察一教科書の単元編成の実態を中心に一」
　　　（山元悦子　全国大学国語教育学会紀要『国語科教育研究』第36集1989年3月）P155
〔注3〕　昭和24年版『習字』　（全3巻）は，安藤隆弘氏所蔵のものを拝借し，閲覧した。
〔注4〕　金田心象は，文部省が任命した昭和24年版『習字一』及び同『習字二』の文字筆者である。
